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研究背景 
 船舶では，海上の労働に関する条約[1]によっ

て，船内作業の効率化が求められている。中で

も，船底に溜まる汚水であるビルジ水は油分だ

けでなく船体の洗浄に用いた洗剤が混入し乳

化することで，その分離・焼却処理が困難とな

るため，多くの労働力を必要とする業務の一つ

であり，作業効率の向上を図る技術の開発が求

められている。 
 大気圧プラズマは広く利用されており，中で

も水処理への応用研究として，液体中に発生さ

せた気泡内にプラズマを形成する液中プラズ

マがあり[2]，これが形成する反応場または高温

なプラズマが注目されている。 
本研究では，これまでに，この液中プラズマ

を利用する実験装置の開発を行っており，油分

を模擬したデカンを含む水中でプラズマ放電

を行うことでそのデカンが分解されることが

明らかとなった。一方で，定量評価や分解後の

物質の分析などが課題としてあり，本研究では

その解明を行った。 
実験装置 

図1に実験装置の外観図を示す。 電極は，対

向棒電極(f 1mm, タングステン)を使用し，電極

間距離は0.5 mmとした。この装置では，電極下

に設置したガラス管からアルゴンなどのガス

を注入することで気泡を形成し，そこに電圧を

印加してプラズマが生成される。プラズマ生成

電源には両極パルス電源(パルス幅:~5 μs，周波

数: 10 kHz)を用いた。また，分光器(AvaSpec 
ULS3648-USB2) を用いて，放電中の発光分光

計測を行った。分解実験では，デカンの中に注

入される気泡の中でプラズマを生成し，デカン

の分解を行った。 
実験結果 
図2にデカン分解実験における，分解生成物の

質量とプラズマによる反応時間の特性を示す。

電極間距離などから微細な表面積を持つプラ

ズマによって最大1時間あたり4 mg程度デカン

が分解されることが明らかとなった。ここから，

単純にプラズマの表面積を1 m2とすることで1
時間あたり約2.5 kg程度のデカンが分解できる

と考えられる。 
発表では，実験の詳細ならびに分解に生じた

生成物に関する調査結果を報告する。 
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図 1 液中プラズマ実験装置概略図 図 2 デカン分解生成物-反応時間特性 


